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平成 26 年度 事業計画 

 

【平成 26年度事業】 

 

１ ロボット研究開発の支援  

北九州市で生まれたロボットが実際に導入され、製品化・商品化につながるように、市場を見据えた

研究開発プロジェクトを促進する。ユーザーとのマッチングや国等の研究開発助成の獲得支援など、コ

ーディネート活動を行う。 

 

●市内発ロボット創生事業 

北九州ロボットフォーラムとの連携を深めるため、開発テーマを広く北九州ロボットフォーラムの会

員からも募集する。北九州市内でのロボットニーズ調査から試作品づくり、事業化支援までを、トータ

ルにサポートすることにより、新たなプロジェクトの立上げやニーズに応じた開発を支援する。 

●助成プロジェクトの立ち上げ支援 

市内外、企業・大学を問わず助成プロジェクトの申請支援や実施体制形成に関する支援活動を

実施する。 

 

２ ロボット実用化・事業化支援 

これまで北九州ロボットフォーラムおよび（公財）北九州産業学術推進機構と連携して試作したロボッ

トの実用化へ向けた課題解決や事業化への支援を実施する。支援対象のロボットは以下のとおり。 

・下肢患者・障害者のための在宅用歩行訓練ロボットの実用化支援 

・静脈血栓症予防のための小型下肢運動補助ロボットの実用化支援 

・低コスト空港内手荷物カートの実用化支援 

・船底清掃水中ロボットの実用化支援 

・管内検査ロボット「もぐりんこ」機能向上 

        

３ 人材育成の推進  

学研都市の大学・大学院生を対象としたものづくり力の強化と幅広い人材育成を行うことを目的に、

学生主体による開発・ものづくりプロジェクトを支援する「ひびきの高度ものづくり実践人材育成事業」に

取り組む。具体的な支援活動として、学生主体のコンテスト 「ひびきのハイテクチャレンジ」の実施、プ

ロジェクト採択テーマへの助成や進捗管理、講習会の企画・運営等を行う。 

また、社会人を対象にして、ロボットの活用全般が修得できるロボット道場を開催する。企画・運営は

産業用ロボット導入支援センターが行う。 

 

４ 情報発信・交流の促進 

北九州市が保有するロボット技術について市内外にＰＲするとともに、市民のロボット技術に対する理

解を深めるため、ロボットに関する情報や北九州ロボットフォーラムの活動を積極的に発信する。 

 

●総会の開催 

平成 26年 6 月 18 日（水） 西日本総合展示場 

●セミナーの開催 

総会、産学連携フェアに併せて、ロボットや関連技術に関するセミナーを開催する。 

●幹事会の開催 

 総会の議事確認、市内発ロボット創生事業のテーマ決定などを目的として、北九州ロボットフォーラ

ムの幹事をメンバーとした幹事会を開催する。 
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●展示会の開催・出展 

6 月 18 日（水）～20 日（金） ロボット産業マッチングフェア北九州 2014（西日本総合展示場） 

10 月 30 日（木）～31 日（金） 産学連携フェア（北九州学術研究都市） 

●コンテストの共催 

１２月 20 日（土）～21 日（日） トマト収穫ロボットコンテスト（北九州学術研究都市） 

●北九州ロボットフォーラムの広報活動 

各展示会や会議等への出展のほか、ホームページやニュースレター（3 回発行／年）による情報

発信により、市内外に広く北九州ロボットフォーラムの活動を発信する。 

 

５．北九州市ロボット産業振興プランの推進 

 本プランは「北九州市新成長戦略」の目標である「わが国をリードするロボット産業拠点の形成」を達成する

ための具体的な方策を地域の産学官の組織である「北九州ロボットフォーラム」で検討したものである。 

 

●地域企業のロボット導入支援 

産業用ロボット導入支援センターの運営やロボット導入における周辺機器開発および、中小企業

向け製造ロボット「K-ロボット」の開発 

   ●民生用ロボットの開発支援 

 高齢者、障がい者や介護現場のニーズに応えるロボットの研究開発及び、介護ロボットの導入促

進支援 

 

以上 


